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評者：杉本 貴志
関西大学商学部教授

　本書には、1970 年代末から 2010 年代までに
執筆された日本の生協のリーダーによる人生と
生協の回顧と展望が収録されている。
　この限られた書評において、60 本にも及ぶ
随想の内容を逐一紹介することはとてもできな
い。そこでここでは、おそらくは多くの読者が
関心を持つと思われる、戦後昭和の生協運動の
リーダーとして著者がいかなる考えをもって神
戸と日本の生協をいかに導いてきたのかという
テーマに絞って、本書を紹介させていただきたい。

１　灘購買組合と賀川豊彦
　著者・高村勣氏がコープこうべの前身「灘購
買組合」に就職したのは敗戦後まもなく、1946
年のことである。宮崎の飛行場で本土決戦用の
対戦車砲部隊にいた著者は、敗戦処理後に復員
し、神戸商業大学に復学するが、充分な学業を
受けられず、「1 年で追い出し卒業させられた」
という。そして新人を採用するような企業がほ
とんどない時代、仲良しの同級生の親、田中俊
介組合長に強く勧められ、生協のことなどほと
んど知らずに入ったのが灘購買利用組合だった。
　「そんなある日、新入生教育の資料として与
えられたのが賀川豊彦の『協同組合の理論と実
際』であった。掌中に入る判で僅か 58 頁のこ
のザラ紙の論文、主張が私に与えた衝撃は大き
かった。…賀川の人間観、世界観そして協同組
合にかける彼の使命感にたちまちにして引きず
り込まれ、囚われの身となった。この小冊子に

よって腰掛けのつもりがとうとう 50 年もこの
生協で働き続けることになった。」
　コープこうべの創立者が賀川であることは誰
でも知っている。その生協を長らくリードして
きたのが著者なのであるから、こうした傾倒は
当然であると受け止めるべきなのかもしれない
が、このような賀川への言及や敗戦直後の生協
における仕事の描写（「毎日の朝礼は『祈り』
に始まり、『御国を来らせたまえ』と真剣に祈
ることで、困難の日々を乗りこえてきた」）から、
いまではほとんど感じ取ることができなくなっ
てしまった神戸における生協運動の原点をわれ
われは垣間見ることができるのである。

２　灘神戸生協の発展
　その後の著者のモーレツな働きぶりは、巻末
に収められた『神戸新聞』の連載記事「トップ
の肖像」からもうかがえる。生協自体も、1970
年代から 80 年代にかけて飛躍的発展を遂げる
ことになるが、1982 年に書かれた学生の就職
活動についての一文にも、現下の状況と比較し
て隔世の感を抱く生協関係者が多いのではないか。
　「就職シーズンである。今年は 65 人の大卒募
集に対し、約 1900 人が資料を求め、最終 567
人が受験した。…『なぜ、当生協を志望しまし
たか』の問いに『消費者組織に支えられ、しか
も営利企業でない生協に働きたい』というのが
ほとんどの答えであった。採用が内定した人々
は立派な青年たちであるが、この若い日々の理
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想への情熱を、生涯に貫いてくれるだろうか。」
　この後、まさに著者に先導されて、灘神戸を
はじめとする大規模生協は大型店舗によって正
面からスーパーマーケットに対抗できる流通事
業体に成長していく。
　ただし、「高村学校」と呼ばれ、そのスーパー
マーケット戦略のみが注目されがちな著者の生
協観には、それだけでは収まりきらない戦略・
展望があったことにも、本書は気づかせてくれ
る。「生協はただいいものを安く安心して買い
物をするための機関ではなく、生活文化や社会
福祉の領域での活動をもっともっと充実してゆ
かねばなりません」というのは、1979 年の言
葉である。これは 2003 年の「生協の目的は地
域の生活者の安全・安心を守ることにあるので、
なすべきことはいくらでもある。流通にこだわ
らず生活要求の変化にもっと目を向けるべきだ
ろう」という主張とも一貫している。

３　日本生協連会長として
　それでも、チェーンストアとしての生協の発
展に力を注いだ指導者であるというのが、著者
に対する一般的なイメージであることは否定で
きないだろう。それは、灘神戸生協だけでなく、
日本生協連の会長理事として、それまでほとん
どまともに機能していないといってもいいよう
な状態だった生協とその連合会の事業面でのマ
ネジメントに著者が初めて手を付けたことによ
るものである。しかし、それと同等に特筆すべ
き高村日本生協連会長の功績は、政府・自民党
による「生協規制」への対処であったろう。
　「85 年７月、大単協のトップ数人が自民党の
本部に呼ばれた。ある程度覚悟はしていたが話
し合いというようなものではなく冒頭から一方
的に大声で怒鳴りつけ、入れ替わり立ち代わり
に脅しあげるようなことで、こちらの主張も弁
明もまったく聞く耳をもたないままで引き上げ
ざるを得なかった。」
　そこで厚生省は「生協のあり方に関する懇談

会」を立ち上げ、有識者と生協界及び小売業界
代表からなる 15 人の委員が厚生大臣の私的諮
問機関として実地調査と討議を重ね、1986 年
12 月に報告書を提出するに至るのである。小
売業界の代表者が憤激して退席するような、生
協に理解を示す内容の答申案が出来上がったの
は、忍耐強く問題に丁寧に対処した高村会長の
努力の賜物でもある。生協を排撃する反生協運
動は、洋の東西、時代を問わず、常に見られる
ものであるが、この時以来、国内では生協を公
然と攻撃するような勢力は鳴りを潜めている。
　「少なくとも生協を敵にはしたくないという
態度に転換した。員外利用問題で生協を締め付
けようとしたことで生協は利用者の 100% を組
合員にしようと努力したため、生協の組合員は
急激に増えて事業も拡大発展した。とりわけ私
が嬉しかったのは、この時期に、生協にマスコ
ミ沙汰になるような事件事故の類がまったくな
かったことである。」
　襟を正して読むべき一文であろう。著者は師・
賀川の協同組合論を越えた生協を実践の中でつ
くりあげたが、その生協を乗り越える新たな協
同組合はいつ、どこで生まれるのだろうか。
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